
会 議 録（概要） 

 

会議の名称 理科教育センター 第２回運営会議 

開催日時 
令和５年２月８日（水） 

15 時 30 分開会 16 時 45 分閉会 

場所 佐渡市総合体育館 会議室 

議題 

(1) 令和４年度実施事業報告 

① 研修事業 

② 児童生徒・一般対象事業 

③ 研究事業 

④ 奉仕事業 

(2) 令和５年度の運営について(案) 

① 運営の基本方針(案) 

② 運営の重点(案) 

③ 事業の内容(案) 

④ 予算(案) 

会議の公開・非公開 

（非公開とした場合

は、その理由） 

 

出席者 

理科教育センター所長       加藤 雄一郎 

理科教育センター次長       長尾 謙治 

佐渡市小学校教育研究会長     山田 裕之(欠席) 

佐渡市中学校教育研究会長     中川 久雄 

佐渡市小学校教育研究会 理科部長 松井 正和 

佐渡市中学校教育研究会 理科部長 渡部 豊 

佐渡市教育委員会学校教育課長   森  和人 

佐渡市教育委員会教育指導主事   村川 健太郎 

学識経験者            荒貴 源一 

 

事務局 

理科教育センター教育指導主事   古塩 正明（欠席）  

理科教育センター協力員      佐藤 吉史 

理科教育センター事務職員     笠井 優子（欠席） 

会議資料 添付のとおり 

傍聴人の数 0 人 

備考 
 

 



会議の概要（発言の要旨） 

発言者 議題・発言・結果等 

所長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

運営委員１ 

 

事務局 

 

 

 

運営委員２ 

 

事務局 

 

 

運営委員３ 

 

 

事務局 

 

 

開会のあいさつ 

⑴事業の成果について、大変高い評価をいただいた。昨年度の反省

を生かし、評価につながった。理科の実験を繰り返し行うことと似

ていて、次号の改善に結びつけていることが評価につながった。 

 

⑵子どもの活躍が目覚ましい。いきわくでは佐渡市から８名の受

賞があった。昨年度も増えたが上回った。佐渡市の子どものレベル

が高まっている。 

 

⑶新潟県地区理科教育センター連絡協議会 60 周年を迎える。記念

講演会が開催予定であるので、研修の一環として行っていきたい。 

 

⑴ 令和４度実施事業報告 

① 研修事業 

② 児童生徒・一般対象事業 

③ 研究事業 

④ 奉仕事業 

 

【質疑・応答】 

理科センターとして異物同定作業を行う必要があるのか。 

 

奉仕事業として行っている。ものによっては昆虫や植物の名前ま

で求められることもあるが、できる限りお答えできるようにやっ

ている。 

 

調理前の物か後の物かはわかるものなんですか。タンパク質の量

とか。 

羽根が丸まっていることから、調理前と後を判断したことがあっ

た。 

 

予算のことだが、モニター50 インチを購入予定であったが、それ

は購入できたか。 

 

購入した。研修で活用するとともに、おもちゃコンテストでも観覧

場所を分けるために活用した。 

 



運営委員３ 

 

 

運営委員４ 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

運営委員４ 

 

事務局 

 

 

運営委員５ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

運営委員６ 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

運営委員７ 

備品購入費は削られやすかったが購入できたと聞いてほっとして

いる。 

 

いいなと思ったことがいっぱいある。 

まず評価。評価 4.0、最低でも 3.9 素晴らしい数字である。熱意が

先生方に伝わっている。 

 

ジャコウアゲハ。すばらしい発見である。佐渡の昆虫採集、標本づ

くりのすばらしさが分かる、すそ野が広がった。科学研究も素晴ら

しいことである。 

 

ジャコウアゲハからは島内の研究者からも問い合わせがあり、採

集場所を伝えた。しかし、その方は見つけることができなかった。 

長岡の県昆虫展でも大変話題になっており、学芸員から当該校に

メール連絡が行った。 

 

科学作品展でも展覧してはどうか。 

 

学術誌への採録が決まったら資料と共に、来年度の科学祭りに展

覧したい。 

 

小学校の研修で参加者が少ない。なぜか。木曜に設定している意図

は。 

 

前任からは、木曜日に小学校は出やすいと聞いている。小学校の研

修は教科書の実験を中心に行うため、理科の指導経験が浅い先生

を対象としたことが理由かもしれない。来年度はその制限を取り

払い募集を書ける予定である。 

 

あまり人数は気にしないで、研修の内容で勝負する。量より質で進

めてもらいたい。 

 

⑵ 令和５年度の運営について(案) 

① 運営の基本方針(案) 

② 運営の重点(案) 

③ 事業の内容(案) 

④ 予算(案) 

 

物価が高くなっていることを見込んで予算を立てているか。 



事務局 

 

運営委員８ 

 

 

運営委員９ 

 

加藤センター長 

 

 

運営委員 10 

 

 

運営委員 11 

 

 

運営委員 12 

 

 

所長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

運営委員 13 

 

 

事務局 

 

 

 

 

次長 

 

見積をとっているので、見込んでいると思われる。 

 

WiFi については、３月の議会を通ってからであるが、環境は整う

予定である。 

 

予算については、これからの値上がりを考慮してほしい。 

 

薬品の処理については、各校で計画的に処理していくよう引き続

き理科主任会で説明し、お願いしていきたい。 

 

理科センターに災害が起こった時に近づけなくなるので、薬品は

適切に処理していくようにしてほしい。 

 

これだけの事業をやると、職員が体力的に参ってしまう。働き方改

革を意識して事業を行っていただきたい。 

 

科学祭りの実施日については、計画通りでよい。敬老の日を動かす

しか方法がなくなる。原案賛成。 

 

祝日ではあるが、佐渡市はいろんなイベントをやっている。子ども

たちが参加しやすい日を考えたとき、この日程しかないと思う。原

案賛成。敬老の日だからまずいということはない。一緒に参加する

こともできる。 

 

子どもたちを一日拘束するわけではないので、大きく外れている

わけではないとセンターとしても考えている。 

 

情報共有や報告事業を Teams で行っている点は素晴らしい。かな

り助かっている。今後も継続してほしい。 

 

年度末アンケーとでも大変好意的な意見をいただいている。一方

で苦手な先生方からはやめてほしいとも数件の意見をいただい

た。センターとしてはそのような先生にレクチャーしながら、今後

も継続する方向で行きたい。 

 

閉会のあいさつ 

 

 


